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〔論文審査の要旨〕(Summary of the Dissertation Evaluation) 

本博士論文（本研究）は，水文学的モデリングアプローチによるアフガニスタンにおける

持続可能な農業水資源管理に資するためのものである。具体的内容は以下で示す。 

第 1章では，研究背景，統合的水資源管理の概念，水資源管理に関する先行研究レビュー，本

研究の目的と社会的・学問的意義および論文の構成について述べている。 

第２章では，アフガニスタンにおける水資源管理の現状について詳細に記述されている。 

第 3章では，アフガニスタンにおける研究対象地域である，Balkhab River Basin（BRB）と

Amu Darya River Basin（ARB）について記述されている。 

第 4章では，研究手法として，Soil and Water Assessment Tools （SWAT）とWRF-Hydro，

および作物の水分必要量に基づく農業水消費量推定法について記述されている。 

第５章では，BRBと ARB地域における SWATとWRF-Hydroを用いた水文学的モデリング

結果について記述されている。 

第６章では，BRBと ARB地域における水資源消費量推定結果，  

第 7章では，以上の結果を踏まえた BRBと ARB地域における水資源管理に関する考察につ

いて記述されている。 

最後に，第 8章では，研究結果のまとめとアフガニスタンにおける水資源管理への提言，本研

究における限界，今後の課題が記述されている。 

アフガニスタンの農業分野においてこれまでにない詳細な水文学的モデリング結果や衛星観

測データの解析などによる科学的根拠に基づく適切な水資源管理に関する提言は社会的・学問的

貢献度が高いと言える。 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるも

のと認められる。 

 


